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経緯 

本校では、昨年度より NP:Jプログラムに参加し、活動の一環として米国からの高校

留学生の受け入れを実施しています。異文化交流として、昨年度は地元の観光地を日米

の高校生が訪問し、本校の高校生が英語で日本文化を紹介するなどの活動を実施しま

したが、今年度は今話題となっている富士山とコンビニエンスストアのフォトスポッ

トを実際に見学し、留学生から生の声を聞くとともに、世界的に問題となっているオー

バーツーリズムについて意見を交わす機会を設定しました。日米の高校生の視点から、

観光資源の活かし方や、オーバーツーリズムについて文化の違いを超えて意見を交換

し、現代が抱える諸問題への関心を深めていきます。 

 

目的 

・世界的な問題となっているオーバーツーリズムについて関心を持ち、課題点を探る。 

・すでに世界的に有名になったフォトスポットへ出向き、日米の高校生が英語を通じて

意見交換を行い、コミュニケーション能力の向上につなげる。 

 

 １．日  時   令和６年７月３日（水）  

２．場   所   富士吉田忠霊塔（見学）～富士山ミュージアム（見学）～ 

           河口湖駅周辺（見学）～西湖いやしの里（意見交換） 

３．参 加 者   本校生徒 １２名 留学生 １１名 教職員４名  

４．内  容   留学生との交流 

５．取材について あらかじめ下記担当までご連絡をいただければ、時間等詳細に   

         ついて直接連絡させていただきます。 

 

                      国際教育担当 山崎 泰子 

                     Mail:yasuko@kai.ed.jp 

                   TEL:0554-22-3125 

                              FAX:0554-22-0902 

 

 

 
 
 

 

アメリカからの留学生とともに考えるオーバーツーリズムについて 
 

 


